
とうもろこしの穂強態窒葉瀞度の経移

(畜試 革 地部)

1.背 景とねらい

家畜の聴酸塩中毒は1960年代に関東地方での発生例が報告されて以降、近年におい

ても、飼義規模の大型化に伴う家畜糞尿の耕地への過剰な遠元を主要因として、群殴

塩による急性中毒例や種々の疾病が報告されており、安全な飼料の供給が求められて

いる。そこで、原料段階でのとうもろこしの生育ステ
ージ、部位ごとの聴駿態窒素濃

度の推移と茎の濃度からホ
ールク理ップの瀞度を説定する方法について知貝̀ を得たの

で参考に供する。

2.技 術の内容

1)生 育ステージに伴う寵酸態窒素濃度の推移

飼料中に硝酸態窒素が乾物で0.2%以 上含まれると危険とされている。

そこで、ステージ別に調べたところ、生育初期は0.7%で 、その後徐々に増加    |

し、生育が最も旺盛になる12～ 14棄 期では1%前 後となる。しかし、その後    ‐

急速に減少し、経糸抽出期以後ユ週間でO.2%以 下となり、糊熟期になると0.    ‐

05～ 0.0上 %と 著しく低下し、黄熟期まで低レベルで推移した。

2)音 F位別硝酸態窒素濃度の縦移

次に期熟期以降、者職 別の濃度を調べると、墓者Fに集積しており、葉、雌稲、

皮などにはほとんど含まれていない。また、基では下位節聞ほど高く、熱期が進

んでもほとんど減少しないことが分かつた。 (表1、 2)

3)家 畜糞尿の施用基準

家畜糞尿の基準締月量は牛糞尿は10a当 り生ふんで3～ 4t、 液状きゆう胆

で3.5宇 4.5t、 原尿で1～ 1.5tで あると午糞尿を10aあ たり15t

運年流用すると危険レベルの0。 2%に なると報告されている。

4)ホ ールクロップの構戦態釜素濃度の推定法

糊熟期以降であれば下位節の濃度はほぼ
一定であるので、ま熱期のホ

ールクロ

ップの濃度を次の回帰式で推定することができる。

①最下位節間から茎全体の濃度を推定する回帰式

Y=一 〇.047+0。 308X(r=0.83)

ただしXは最下位節間の乾物中漂度 (%)

②ホールクロップの濃度を推定する国野式

黄熟期の茎の乾物書J合↓ま20%で あるので①の式に0.2を 乗ずる。

Y=(-0.047+0。 308X)XO.2
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ただ【ノXは 最下位節間の乾物中濃度 (%)

5)職 酸態埜崇濃度が高い場合の対策

メじり取り時の瀞度が高いと推定される場合、高刈りが有効な方法である。最下

位節を裟すことにより漂度はホールクロップでo.06%減 少すると試算される。

また、その場合の乾物収量の減少害f合は2%に 過ぎない。

表 ユ 親熟後期の構磯態窒素含量

音諄位   乾 物率(再)濃 度(D暉)含 量構成比軽〕 重量(DM)構成比 (%)

二_節間

2節 簡

3節 問

4節 間

5節 間

6節 ～

葉

雌穂

包皮

1 0 , 1

1 1 . 2

12.9

1 5 , 1

1 6 , 4

2 2 . 1

1 3 . 0

48,1

22.1

0,80

0,65

0。45

0,22

0.08

0 . 0 1

0

0

0

30

30

24

10

4

2

0

0

0

2 . 0

2 . 5

2 . 8

2 . 5

2 . 7

9 , 9

23.1

44.2

10.3

全体 24.4 0。054 100 100

表 2 墓 の各節位の構磯態窒案濃度の推移 (DM%)

節位 糊熟後期  黄 熟中期  黄 熟後期  完 熱期  1変 動係数

ユ節聞

2節 闘

3節 閣

4節 間

5節 間

6貨帝ル六_L

1 3.群

1   2 . 7

1  23.3
1

1   62.5

1 107.7

1  57.3
|

0、80

0.64

0。44

0 . 2 1

0.97

0 . 0 1

0.87

0。64

0.36

0 . 1 2

0.02

0,01

0.85

0.64

0。33

0.07

0.00

0.00

0。87

0.60

0。22

0,03

0.01

0.01
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